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日 程 ｜ 募集人貝 ｜ 受験予定者数 ｜第2次学力検査試験場
前期 「文系」 ｜ 55 人｜ 306 人｜総 合人間学部








































































































学 科 ｜募集人員 ｜志願者数 ｜倍 率













40 463 11. 58 
20 12.2 244 
20 I 145 ¥ 1. 25 
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民地時代の報告が日 ・韓各 l人，もう l人の
韓国人研究者は戦後の韓国経済の発展を報告し
た。興味深かったことは，植民地期の報告が日
．韓ともに権民地期に経済構造が急速に変化
し，植民地型の資本主義化が進むという内容だ
ったことである。
というのは，かつて私は1987年に韓国で日本
の植民地時代に韓国経済の資本主義化が，植民
~ 
久米直之名誉教授
本学名誉教授久米直之先生は， 1月24日逝
去された。享年85。
先生は，昭和8年3月京都帝国大学理学部植物
学科を卒業，同大学院を経て昭和12年4月京都帝
国大学理学部副手，その後，東北帝国大学理学部
講師，助教授を経て第三高等学校教授，昭和25年
3月京都大学分校助教授に就任，同36年12月教授
に昇任，引き続き同38年4月教養部教授に配置換
となり，同47年3月停年により退官され，京都大
学名誉教授の称号を受けられた。
この間，昭和45年4月から同46年3月まで本学
教養部長として大学の管理運営に貢献され，ま
た，大学外では，大学基準協会一般教育部専門委
員を務められた。
中村 哲
討論であった。
経済学部は昨年，ソウル大学校経営大学，社
会科学大学（経済学科がある）と学部レベルの
国際交流協定を結んだ。韓国でのもう一つの協
定締結校である慶北大学校とは3年前「日韓資
本主義の比較」というシンポジウムを行った。
数年前から「外国経済書講読」に韓国 ・朝鮮語
を加え，東アジア経済史の担当者も迎えた。鶴
国からの留学生（大学院）も増えている。日 ・
韓の経済学の交流は本格的に進む時期を迎えた
と思う。
（なかむら さとる 経済学部教授）
本学退官後は，龍谷大学教授として，学生の指
導にその熱情を注がれた。
先生のご専門は植物生理学であり，特に植物に
おける低温生理の分野では耐凍性，耐冷性の機構
解明を行って，寒冷地における霜害対策，収穫物
貯蔵法の改良に大いに貢献された。また， トイツ
留学当時に蒸陶を受けた植物生理学者，ハンス ・
ヴインクラー教授の助言により始めたヤブコウジ
属の発生生理学的研究では，発生過程に影響を与
える諸要因の詳細な分析を行って，当時の誤れる
知見を正し，正確な脹子発生の過程を学界に報告
された。
これら一連の研究活動，学術上の貢献に対し，
昭和55年には勲三等／但日中綬章を授与された。
ここに謹んで哀悼の意を表します。
（総合人間学部）
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